5/20近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
30クール日報（5月20日～５月24日）
	報告日
天気
	5月21日（火）曇天のち晴れ
気温：（15～20℃）
	報告者
	大阪市社協・橋口
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【30】久野（滋賀県野洲市）、山本（京都府）、黒田（京都府）、宇都（京都市下京区）、高橋（大阪府）、谷口（大阪府寝屋川市）、北野（兵庫県）、野村（兵庫県加西市）、孝橋（兵庫県朝来市）、乾井（奈良県天川村）、北川（和歌山県有田川町）、橋口（大阪市西成区）

	主な日程
	【開所前】
7:15宿舎出発
8:00七尾市文化センター着・ボランティア受け入れ準備
8:25 朝礼

	
	【開所中】
8:30 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
     現地調査開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:30 ボランティア活動全班活動報告確認・見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場（美術館駐車場）（20日～31日）
＜連携会議＞
13:30～孝橋参加

	
	【閉所後】
16:30 明日のマッチング（オリテ準備）
17:15 終礼
17:45 残務整理、今後の準備
18:45 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V101名（県ボラバス18名、テント村71名、団体8名、運転4名（車持込）、8グループ）
　ニーズ対応：完了18件、継続4件、キャンセル1件　計23件
　新規受付：9件
　現地調査：一般19件、技術0件　計19件（マッチング17件、即対応0件、キャンセル2件、リアクション待ち0件、完了0件）
　逆受TEL4件（ニーズ0件、キャンセル4件）
残697件（キントーン数値）
●マッチング担当
上記の状況の通り。
●受付・資材担当
・翌日使用分の確認済み
●現地調査担当
・七尾市社協1名、丸亀市3名、近ブロ3名　計6名体制
●仮仮置き場担当
・V20名　待ち時間なし
●ボランティア及び職員のケガ等なし

	今後の主な予定
	●20日（月）～31日（金）は七尾美術館駐車場に移設
●5/28 13:30～　連携会議（毎週火曜日13:30～）
●5/29テント村閉村式
●7/31 和倉の仮置き場閉所（七尾市市長会見発表）
◎和倉仮置場休み（～5/31毎週月曜日）（6/1～7/31毎週月水金）、大田仮置場休み（毎水曜日）

	調整課題
・所感等
	・仮仮置き場を14:30締め切りとし、ほとんどの班が厳守してくださった。一方で仮仮置き場に人員が割けている場合で、時間を要しない案件を数件ずつ対応可能であったと考える。ケースバイケースで各班の合意のもと、調整が可能である。
・持ち込み車両の伝達不備が2件が、原因は不明。車両マッチング効率に差が出るため、注視する。
・県ボラバス者を15:30センター帰着―16:00発という時間的制限がありながらも、滞りなく活動を完了。同様のボランティア数であれば無理なく持続可能な形式であると考える。

	その他

	・テント村閉村にむけて、テント村を利用されているボランティアより「今後はどうなるのか」との意見がでている。
→連携会議にて、今後は県ボランティアセンターに1日あたり100名の要請と、各市町村社協からのボラバス受け入れ、七尾市技術チームにより120～130名のボランティア受け入れ態勢を継続すると情報提供があった。県ボランティアセンターから派遣されるボランティアについては、早朝に金沢発という条件を緩和し自家用車での来庁も検討しているとのこと。
→今後はテント村から来てくださっていた方についても、県のボランティアセンターに登録を一括していくこととなる。
・キントーンのアプリを更新し、活動予定日の欄が追加された。これにより、同日活動予定の現地をかんたんマップ上に表示することができるようになった。そのため、同班が近いエリアで活動するためのマッチングが効率化された。




